
襄
と
科
学

島

新
島
襄
が
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
自
然
科
学
を
修
め
て
、
バ
チ
ラ
ー
・
オ
ゾ

サ
イ
エ
ソ
ス
(
理
学
士
)
を
取
得
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
か
れ

が
渡
米
前
に
す
で
に
、
当
時
の
日
木
で
得
ら
れ
る
最
高
の
科
学
教
育
を
受
け
た

少
数
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
需
さ
れ
て
い
な
い
。

一
八
五
三
年
(
嘉
永
六
年
)
、
.
ヘ
リ
ー
の
率
い
る
フ
メ
リ
カ
艦
隊
に
ょ
っ
て
鎖

国
政
策
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
幕
府
は
、
急
き
ξ
海
軍
建
設
に
の
り
だ
し
、
オ

ラ
ソ
ダ
政
府
に
正
式
に
海
軍
教
育
班
の
派
避
を
依
頼
し
た
。
慕
府
の
器
が
き

わ
め
て
急
迫
し
た
も
の
だ
っ
九
の
で
、
オ
ラ
ソ
ダ
政
府
は
と
り
あ
え
ず
東
イ
ソ

ド
艦
隊
所
属
の
ぺ
レ
ス
ラ
イ
ケ
ソ
中
佐
を
首
班
と
す
る
一
行
を
長
崎
に
送
り
こ

み
、
一
八
五
五
年
委
政
二
年
)
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
が
開
か
れ
た
。
伝
習
生
は

矢
田
堀
息
匙
勝
麟
太
郎
ら
雷
三
六
名
、
こ
れ
に
鹿
児
島
、
佐
賀
な
ど
の
諸

藩
の
伝
習
生
約
一
三
0
名
が
参
加
を
許
さ
れ
た
。
①
学
科
は
、
航
海
術
、
運

1

用
術
、
造
船
学
、
鴨
、
船
目
羣
、
劃
屯
学
、
籍
、
機
鬨
学
、
砲
術
繁

ど
で
あ
っ
た
。
航
海
術
と
そ
の
基
礎
を
な
す
数
学
が
こ
れ
ほ
ど
組
織
的
に
教
授

さ
れ
た
の
は
日
本
で
初
め
て
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
従
来
の
机
上
の
蘭
学

と
は
異
な
り
、
天
測
や
蒸
気
船
に
ょ
る
実
習
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
②
使
用

)2

さ
れ
た
の
は
オ
ラ
ソ
ダ
が
幕
府
に
献
上
し
、
日
木
最
初
の
軍
艦
と
な
っ
た
観
光

丸
で
あ
る
。
一
年
数
力
月
の
訓
練
に
ょ
っ
て
、
天
測
法
、
計
算
術
、
測
量
、
地

図
作
製
な
ど
に
長
じ
た
者
が
現
わ
れ
る
に
い
た
0
た
。

急
場
し
の
ぎ
の
第
一
次
伝
習
が
進
行
中
、
オ
ラ
ソ
ダ
本
国
で
は
優
秀
な
士
官

カ
ッ
一
ブ
ソ
デ
ー
キ
を
首
班
と
し
、
軍
医
米
ソ
.
へ
を
含
む
正
式
の
海
軍
教
育
班
が

編
成
さ
れ
、
幕
府
が
発
注
し
た
軍
艦
ヤ
ッ
パ
ソ
号
(
咸
臨
丸
)
に
乗
っ
て
長
崎

に
到
着
し
た
の
が
一
八
五
七
年
(
安
政
四
年
)
九
月
、
同
じ
こ
ろ
幕
府
の
第
二

次
伝
習
生
も
長
崎
に
つ
き
、
こ
こ
に
第
二
次
海
軍
伝
習
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
第
一
次
伝
習
生
は
独
力
で
観
光
丸
を
操
っ
て
江
戸
に
い
た

り
、
四
月
に
は
か
れ
ら
を
教
官
と
し
て
築
地
に
海
軍
操
練
所
が
開
か
れ
た
。

島
尾
永
康

)3(
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矢
田
堀
景
蔵
を
教
授
方
頭
取
と
し
、
多
く
の
第
一
汰
伝
習
生
を
教
授
と
す
る
、

日
本
人
だ
け
に
ょ
る
海
軍
教
育
が
カ
ッ
テ
ソ
デ
ー
キ
に
は
内
緒
で
、
④
オ
ラ

ソ
ダ
人
に
ょ
る
長
崎
の
教
育
と
平
行
し
て
始
め
ら
れ
た
。

一
八
五
六
年
委
政
三
年
)
、
安
中
藩
主
が
藩
士
の
優
秀
な
子
弟
三
名
を
選
ん

で
オ
ラ
ソ
ダ
語
を
学
ぱ
せ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
で
あ

つ
た
。
一
三
歳
の
新
島
七
五
三
太
は
最
年
少
者
と
し
て
そ
の
一
人
に
選
ぱ
れ

た
。
こ
の
と
き
の
蘭
学
の
師
は
安
中
藩
士
、
田
島
順
輔
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
一

)5(

年
後
、
田
島
は
幕
命
に
ょ
っ
て
航
需
研
究
の
た
め
長
崎
の
第
二
次
伝
習
生
と

な
る
。
⑥
こ
の
た
め
新
島
の
オ
ラ
ソ
ダ
語
学
習
は
一
年
で
と
ぎ
れ
る
が
、
三

6(

年
後
再
ぴ
勉
強
を
始
め
、
天
文
学
や
物
理
学
の
簡
単
需
述
が
読
め
る
よ
う
に

な
る
。一
八
六
0
年
分
延
元
年
)
三
月
、
新
島
は
藩
許
を
え
て
築
地
の
海
軍
操

練
所
に
入
っ
た
。
こ
の
年
、
長
崎
第
一
次
伝
習
生
た
ち
は
、
咸
礁
丸
に
ょ
る
太

平
洋
往
復
横
断
に
成
功
し
て
意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
新
島
は
そ
の
人

二
年
後
(
一
八
六
二
年
、
交
久
二
年
)
、

新
島
は
悪
性
の
麻
疹
に
か
か
り
、
海
軍

操
練
所
で
の
勉
強
を
続
け
ら
れ
な
く
な

る
。
疹
後
、
自
裴
で
甲
賀
源
吾
の
塾

に
入
っ
て
、
測
量
、
数
学
の
勉
強
を
つ

づ
け
、
一
年
後
、
延
長
願
い
を
藩
に

び
と
か
ら
直
接
航
海
術
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
教
授
科
目
峡
測
量
と
籍
、

造
船
、
蒸
気
機
閧
、
船
具
運
用
、
帆
船
調
練
、
海
上
砲
術
、
大
小
砲
船
打
繰

な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
海
軍
操
練
所
は
明
治
政
府
に
ょ
っ
て
受
け
つ
が
れ
、
の

ち
に
帝
国
海
軍
の
中
核
を
な
す
海
軍
兵
学
校
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
新
島
は

海
軍
兵
学
校
の
前
身
で
最
、
早
い
時
朔
に
勉
強
し
た
こ
と
に
な
る
。
幕
末
の
最

高
レ
ベ
ル
の
科
学
教
育
は
、
長
崎
と
江
戸
の
海
軍
で
船
こ
な
わ
れ
九
の
で
あ

る
0
新
島
が
江
戸
湾
の
外
国
軍
艦
を
見
て
強
い
衝
撃
を
う
け
九
の
は
、
求
ス
ト
ン

で
書
い
た
「
出
国
理
由
書
」
(
一
八
六
五
年
)
で
は
海
軍
操
練
所
へ
入
る
前
で

あ
り
、
そ
れ
か
ら
二
0
年
後
の
ぶ
一
ミ
映
讐
辻
§
(
一
鰯
)
で
は
入
所
後

に
な
っ
て
い
て
、
霊
に
く
い
ち
が
い
が
あ
る
。
⑦
需
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
長
崎
よ
り
も
江
戸
を
重
視
し
て
、
一
八
五
八
年
(
安
政
五
年
)
夏
以
降
、

観
光
、
咸
臨
、
蟠
龍
、
鵬
翔
の
四
艦
隻

を
江
戸
湾
に
集
結
し
て
い
た
か
ら
、
新

、

.
一
、

.

島
が
目
撃
し
た
の
は
幕
府
の
艦
隊
だ
っ

、

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
外
国
製
軍

艦
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な

、
0
、

海軍操練所時代の新島のノート
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.
々

,

'

,

子

操
練
所
の
教
授
に
も
な
る
人
で
あ
る
。
翌
年
(
一
八
六
三
年
、
女
久
三
年
)
、
新
島

の
航
海
術
、
数
学
の
研
究
は
、
前
学
か
ら
英
学
に
き
り
換
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

幕
府
の
蕃
書
辨
の
力
針
が
変
わ
っ
九
か
ら
で
あ
る
。

幕
末
に
船
け
る
新
島
の
洋
学
研
究
の
ノ
ー
ト
禎
で
、
現
在
、
鬻
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
る
の
は
約
三
0
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
六
点
が
英
学
で
、
他
は
蘭
学

で
あ
る
。
日
づ
け
の
入
っ
て
い
る
も
の
で
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
諮
で
は
文
久
二
年
一

一
月
朔
日
が
最
後
の
、
の
で
あ
り
、
英
語
で
は
文
久
三
年
四
見
一
九
日
が
最
も

〆

出
し
て
い

る
。
甲
賀

は
長
崎
伝

期
生
の
矢

田
堀
凱
叢

か
ら
航
海

学
を
学
び

り
、
述
立
方
程
式
そ
の
他
の
代
数
計
祭
ら
球
而
三
角
法
ま
で
を
、
オ
ラ
ソ
グ

'
な
い
し
英
山
を
通
し
て
習
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
精
励
ぶ
り
は

並
た
い
て
い
の
も
の
で
は
な
い
。
残
っ
て
い
る
ノ
ー
ト
で
は
、
航
需
と
そ
の

基
礎
で
あ
る
球
面
三
角
法
に
関
す
る
け
算
が
最
も
多
く
、
具
体
例
と
し
て
は
天

測
に
ょ
る
緯
度
寸
算
が
最
も
多
い
一
業
で
こ
れ
だ
け
数
学
が
で
き
れ
ぱ
、
数

学
者
と
い
っ
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
翅
日
本
の
武
士
は
、
歴
史
上
初
め

て
、
そ
れ
ま
で
無
視
し
て
い
た
数
学
を
軍
事
科
学
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
だ

の
で
あ
っ
た
。
(
帰
国
後
の
新
'
島
の
所
右
物
に
中
国
式
天
球
儀
が
あ
る
の
も
、
航
海
術

に
関
迎
し
て
天
文
学
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
)

一
八
六
二
年
(
文
久
二
年
)
の
三
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
安
中
藩

主
で
あ
り
、
幕
府
老
中
で
も
あ
っ
た
板
倉
公
の
洋
型
帆
船
で
、
江
戸
と
備
中
玉

島
間
を
往
復
し
え
た
の
は
、
新
島
に
と
っ
て
こ
よ
な
き
薙
術
実
習
と
な
っ

た
。
し
か
し
新
島
は
航
需
と
数
学
に
習
塾
し
て
、
需
の
よ
き
海
軍
士
官
と
な

る
こ
と
に
満
足
し
た
の
で
は
な
い
。
二
0
歳
(
一
八
六
三
年
)
の
前
半
、
若
き

新
他
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
患
味
を
も
つ
三
っ
の
没
物
に
接
し
た
。
第
一

は
邦
訳
の
ロ
ビ
ソ
ソ
ソ
・
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
■
、
第
は
中
国
駐
在
の
ア
メ
リ

力
宣
教
師
プ
リ
ッ
ジ
マ
ソ
が
漢
交
喬
わ
し
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
央
地

理
『
珊
邦
志
略
(
一
八
六
二
)
、
そ
し
て
第
三
峡
淡
聖
上
抜
粋
で
あ
る
。
第

一
と
第
二
は
海
外
に
対
す
る
強
い
関
心
を
新
局
の
心
に
ひ
き
船
こ
し
九
。
と
く

に
『
聯
邦
志
略
を
読
ん
だ
と
き
の
強
烈
な
印
象
に
つ
い
て
は
、
「
脳
舳
が
溶

き
よ
う

け
だ
す
ほ
ど
驚
い
九
」
と
い
う
k
'
矯
で
迫
力
あ
る
表
現
を
し
て
い
る
。
⑧
『
聯

邦
志
略
』
は
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
翌
年
、
早
く
も
日
本
で
読
ま
れ
九
の
で
あ

る
。
西
洋
文
明
の
一
所
産
で
あ
る
科
学
を
学
び
つ
つ
ぁ
っ
た
新
島
峡
そ
れ
を

台
、
ミ

、
 
i
 
才
.

五
円
甫
ヨ
雜

〆

戸
左
完
飽
館
藏
梓

,

,,

略
<
昂

、
n
イ
;
;
【
.
呉

生
、
.
'
賀
"

、
ユ

早
い
。一
八
六
0
年

分
延
元
年
)
耿

か
ら
二
年
半
ほ

ど
の
問
に
、

ヒ

例
算
の
よ
う
な

最
も
基
木
的
な

算
術
に
始
ま

B 脊ら

『聯邦志略の扉

j.針J4

タ"

,イy'、N",、ータオ,,,,,
ノ'

究,ノ,'制

49

・T

''

'

欠i則データによる方位角の,J・

1折1: (新島のノートプ"ク)

司牙

所
第



生
み
だ
し
た
社
会
の
し
く
み
に
開
眼
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
新

島
は
譜
代
の
藩
に
仕
え
な
が
ら
、
心
倩
的
に
は
倒
幕
に
傾
い
て
船
り
、
し
ぱ
し

ぱ
脱
藩
を
も
考
え
て
い
た
。
函
館
行
き
を
決
意
し
た
新
島
に
対
す
る
家
族
の
送

別
の
宴
の
情
景
に
は
、
新
島
の
日
本
脱
出
を
察
知
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
、
九

⑨

だ
な
ら
ぬ
気
配
が
流
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
新
島
は
す
で
に
、
西
洋
の
科
学
や
社
会
よ
り
も
、
つ
よ
く
キ
リ

ス
ト
教
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
九
ら
し
い
。
そ
れ
が
い
か
な
る
事
情
に

よ
る
の
か
は
、
漢
訳
聖
書
抜
粋
の
中
の
天
父
の
一
語
に
感
動
し
た
以
外
は
明
ら

か
で
な
い
。
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
で
も
、
「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
接
す
る
こ
と

な
く
、
印
刷
さ
れ
た
書
物
だ
け
に
ょ
っ
て
聖
霊
が
異
教
徒
の
心
に
は
た
ら
き
か

け
た
L
 
稀
な
例
と
さ
れ
た
。
密
出
国
を
助
け
た
べ
ル
リ
ソ
号
の
船
長
セ
イ
ヴ
ォ

り
に
は
、
渡
米
の
唯
一
の
目
的
は
英
語
を
学
ん
で
聖
書
を
日
本
語
に
訳
す
こ
と

だ
と
新
島
は
の
べ
た
0
 
ピ
ユ
ー
リ
タ
ニ
、
ス
ム
の
ニ
ユ
】
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
出
身

の
船
長
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
万
金
の
重
み
を
も
つ
一
肩
葉
で
あ
っ
た
ろ
う
。

上
海
で
乗
り
換
え
た
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ヴ
ナ
ー
号
(
ゆ
き
あ
九
り
ぱ
っ
九
り
の
放

浪
者
号
)
に
ょ
る
航
海
は
、
上
海
か
ら
ボ
ス
ト
ソ
ま
で
、
イ
ソ
ド
洋
、
希
望
峰

経
由
で
三
力
月
近
く
か
か
っ
た
。
こ
の
航
海
中
、
最
も
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、
テ
ィ
ラ
ー
船
長
と
い
っ
し
ょ
に
毎
日
、
経
度
・
緯
度
の
計
算
を
や
っ
九
こ

と
だ
と
新
島
(
襄
は
こ
の
船
長
が
呼
ん
だ
〕
0
0
に
由
来
す
る
)
が
の
べ
て
い
る
の

は
、
海
軍
操
練
所
以
来
の
勉
強
が
生
か
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
一
力
月
の

大
航
海
を
、
た
ん
な
る
船
客
と
し
て
で
な
く
航
海
者
と
し
て
船
こ
な
い
ぇ
た
こ

と
は
、
こ
の
時
点
で
は
海
軍
操
練
所
の
同
期
生
た
ち
に
も
な
い
体
験
で
あ
っ

九
0
 
船
長
の
死
後
バ
ウ
デ
ィ
ッ
チ
『
実
用
航
海
術
』
(
一
八
五
九
)
を
形
見
と

し
て
未
亡
人
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
べ
れ
ぱ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
数
学
は
程
度
の
低

い
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ソ
ド
ー
ヴ
プ
祁
学
校
の
学
生
で
一
年
数
力
月
新
島
の
勉

強
の
相
手
を
し
た
同
宿
人
フ
り
ソ
ト
が
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
教
授

あ
て
の
推
薦
状
の
中
で
新
島
を
評
し
て
、
「
き
わ
め
て
優
れ
た
数
学
者
で
あ

り
、
三
角
法
や
梨
術
を
学
念
欲
を
も
っ
て
い
る
」
と
の
べ
九
の
は
、
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

フ
り
ソ
ト
は
ま
た
新
島
が
、
西
洋
哲
学
の
形
而
上
学
的
抽
象
に
は
あ
ま
り
興

味
が
な
い
こ
と
、
西
洋
の
文
学
や
弛
は
西
洋
の
羣
、
歴
史
倫
理
ほ
ど
心

を
奪
わ
れ
な
い
こ
と
、
思
弁
需
争
よ
り
も
、
実
際
的
倫
理
的
側
面
に
惹
か

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
⑩
適
切
な
指
摘
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

新
島
が
武
士
で
あ
り
、
国
防
上
の
要
象
ら
西
洋
の
科
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
る

こ
と
、
し
た
が
っ
て
詩
、
交
学
な
ど
の
閑
文
字
に
ふ
け
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ

と
、
西
洋
の
価
値
観
は
ま
だ
当
時
の
洋
学
に
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

函
館
で
の
密
出
国
か
ら
ア
】
モ
ス
ト
に
落
ち
着
く
ま
で
の
綱
渡
り
に
も
似
た

冒
険
を
た
ど
っ
て
い
く
と
き
、
青
年
新
島
が
、
セ
イ
ヴ
ォ
リ
船
長
、
テ
ィ
ラ
ー

船
長
、
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
ヒ
ド
ゥ
ソ
、
フ
り
ソ
ト
な
ど
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
接
す
る

人
ぴ
と
に
好
意
を
、
九
れ
、
か
れ
ら
を
舷
了
し
て
い
く
の
が
感
動
的
で
あ
る
。

ニ
ニ
歳
で
ハ
ー
デ
'
夫
妻
に
会
っ
て
か
ら
没
す
る
ま
で
の
二
五
年
間
に
、

新
島
は
何
百
通
の
手
紙
を
か
れ
ら
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
郭
ぴ
た
だ
し

い
書
簡
を
み
て
、
あ
る
感
慨
を
も
よ
船
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
新
島
に
与
え

た
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
の
恩
恵
が
い
か
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
も
、
一
人
の

人
間
か
ら
こ
れ
だ
け
の
書
簡
を
も
ら
う
の
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一

九
世
紀
は
ま
だ
書
簡
の
時
代
で
あ
り
、
新
島
は
書
簡
の
妙
手
で
亀
あ
っ
九
あ
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わ
た
だ
し
い
現
代
に
比
べ
て
、
人
び
と
の
心
は
こ
ま
や
か
に
通
い
合
っ
て
い
た

か
に
み
ぇ
る
。

当
時
の
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
⑪
古
典
、
県
羣
、

D0

近
代
ヨ
ー
戸
ツ
パ
諸
鼎
、
人
文
羣
か
ら
な
る
独
特
の
も
の
で
、
こ
の
う

ち
、
古
典
が
最
も
多
く
て
約
三
分
の
一
を
占
め
、
自
葬
学
が
こ
れ
に
次
い

だ
。
社
会
科
学
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
れ
は
古
典
も
棄
て
き
れ
ず
、
さ
り
と

て
近
代
科
学
も
無
視
で
き
な
い
と
い
う
、
い
わ
ぱ
過
渡
期
の
カ
リ
キ
ユ
一
フ
ム
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
選
択
科
目
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
古
典
需
入

学
試
験
に
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
新
島
に
そ
の
稀
は
な
か
っ
た
か
ら
、
い
わ
ぱ

選
科
生
と
い
っ
九
形
で
、
一
八
六
七
1
六
八
年
の
二
年
生
に
編
入
さ
れ
た
。
入

学
早
々
に
キ
ケ
ロ
や
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
を
驫
で
野
こ
と
に
な
り
、
三
年
生
に

な
る
と
プ
ラ
ト
ソ
、
ホ
メ
ロ
ス
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
と
い
っ
た
沸
子
で
あ
る
か
ら
、

新
島
の
難
渋
の
ほ
ど
が
察
せ
ら
れ
る
。
一
方
、
新
島
得
意
の
数
学
と
し
て
は
、

解
析
幾
何
学
、
代
数
、
力
学
、
微
積
分
、
型
、
航
海
術
な
ど
が
二
年
時
の
科

日
に
集
中
し
て
い
る
。
自
葬
目
と
し
て
は
、
化
学
、
儒
学
、
生
理
学
、
天

文
学
、
鉱
物
学
、
地
質
学
、
心
理
学
、
動
物
学
、
植
物
学
な
ど
が
あ
り
、
人
文

科
学
と
し
て
は
、
論
理
学
、
哲
学
、
修
辞
学
、
英
文
学
、
美
術
が
あ
り
、
他
に

ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
雄
弁
術
、
体
操
が
あ
る
0
 
ド
イ
ツ
語
で
は
シ
ラ
ー
の
ヴ
プ
レ
ソ

シ
ユ
タ
イ
ソ
を
読
ん
で
い
る
。
(
新
島
の
一
七
年
後
7
ー
モ
ス
ト
を
卒
業
し
た
内
村

鑑
三
が
、
『
流
躍
録
』
に
の
べ
て
い
る
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
も
ほ
と
ん
ど
こ
れ
と
変
わ
っ
て

い
な
い
。
⑫
)
当
時
は
ま
だ
ス
.
ホ
ー
ツ
に
熱
中
す
る
畊
代
で
も
な
く
、
学
能
が
埀

視
さ
れ
た
が
、
ア
ー
モ
ス
ト
は
何
ら
か
の
専
門
家
を
巽
成
す
る
大
学
で
は
な
か

つ
た
。
旧
制
高
等
学
校
の
文
科
と
理
科
の
分
部
し
て
い
な
い
も
の
と
い
っ
元
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
0

ア
ー
モ
ス
ト
の
最
大
の
特
色
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
深
耕
び
つ
き
に
あ

る
。
宗
教
を
語
ら
ず
し
て
ア
ー
モ
ス
ト
の
歴
史
縛
れ
な
い
、
占
い
わ
れ
る
。

30

一
八
三
年
の
創
立
か
ら
一
八
九
二
年
の
ク
ラ
ス
ま
で
の
卒
業
生
、
三
、
四
二

八
名
中
、
聖
職
者
一
、
一
六
四
名
、
外
国
重
者
ご
一
0
名
(
『
聯
邦
志
略
』
の

著
者
プ
リ
ッ
ジ
マ
ソ
も
そ
の
一
人
)
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
実
に
三
三
%
が
宗
教

家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ア
ー
モ
ス
ト
の
唯
一
の
主
要
な
目
的
は
、
会
衆
派
の

牧
師
を
作
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
も
し
た
0
 
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
フ
カ
デ
ミ
ー
在
学

中
に
洗
礼
を
受
け
、
聖
職
者
を
志
し
て
い
た
新
島
に
と
っ
て
、
と
れ
以
上
ふ
さ

わ
し
い
大
学
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
.
ハ
ー
セ
ソ
テ
ー

ジ
は
、
南
北
戦
争
以
後
、
-
0
代
に
減
少
し
て
い
く
。

新
島
は
、
一
八
七
0
年
に
バ
チ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ソ
ス
を
取
得
し
て
い

る
。
一
八
九
0
年
ま
で
の
ア
ー
モ
ス
ト
の
卒
業
生
名
簸
に
ょ
れ
ぱ
、
バ
チ
ラ
ー

オ
プ
・
サ
イ
エ
ソ
ス
取
得
者
は
、
新
島
の
前
に
は
、
一
八
五
0
年
代
に
六

フーモスト大学の地質学者,

エ.ドワード・ヒチコック

(1793 1864)
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名
、
六
0
年
代
に
二
名
、
誓
の
後
に
は
、
一
八
八
七
年
に
内
荏
三
が
い
る

に
す
ぎ
な
い
0
 
そ
の
他
は
す
べ
て
バ
チ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
で
あ
る

ア
ー
モ
ス
ト
で
は
、
地
質
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
チ
=
ツ
ク
(
一
七
九
三
1

一
八
六
四
の
学
長
時
代
の
一
八
五
二
年
に
、
自
吠
§
子
の
部
門
を
設
立
し
、

正
規
の
課
程
と
は
別
に
、
地
質
学
、
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
豊
学
、
鉱
物

学
、
靭
学
、
植
物
学
、
心
理
学
を
専
攻
で
き
る
よ
う
に
し
九
。
一
八
五
三
年

に
は
三
名
の
学
生
が
、
一
八
五
四
年
に
は
一
七
名
が
こ
の
コ
ー
ス
を
取
っ

九
。
こ
の
う
ち
の
六
名
が
前
述
の
よ
う
に
バ
チ
ラ
ー
・
オ
プ
・
サ
イ
エ
ソ
ス
に

な
っ
九
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
年
目
の
一
八
五
七
年
に
は
一
名
の
志
望
者
も
な

か
っ
た
。
こ
こ
に
船
い
て
ア
ー
モ
ス
ト
は
、
県
狂
子
の
課
程
を
あ
き
ら
め
、
再

び
本
来
の
ニ
ユ
ー
.
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
カ
レ
ッ
ジ
の
伝
統
を

閻
執
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ー
モ
ス
ト
は
、
一
八
三
0
年
代
に
は
学
生
数
に

お
い
て
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
を
凌
ぎ
、
最
大
の
イ
ェ
ー
ル
に
次
ぐ
活
況
を
呈
し
た
が
、

そ
の
後
学
生
数
は
減
少
し
た
。
自
斡
学
に
関
し
て
は
バ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
一
八

四
七
年
に
口
ー
レ
ソ
ス
理
科
学
校
が
設
立
さ
れ
、
イ
ェ
ー
ル
で
は
、
ド
イ
ッ
の

化
学
者
リ
ー
ビ
ヒ
の
影
誓
よ
っ
て
応
用
化
学
校
が
雙
さ
れ
(
八
四
七
)
、

こ
れ
が
イ
ェ
ー
ル
理
羣
校
(
一
八
五
四
)
を
へ
て
、
シ
ェ
ブ
イ
ー
ル
ド
親

学
校
(
一
八
六
一
)
へ
と
充
実
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
。
⑭
 
7
ー
モ
ス
ト
は
一
心

備
と
陣
容
の
点
で
こ
れ
ら
と
匹
敵
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
か
し
新
局

は
、
ヒ
チ
ー
ク
が
期
待
し
た
よ
う
な
自
松
狂
子
系
の
7
ー
モ
ス
ト
学
生
、
つ

た
の
で
あ
る
。

ヒ
チ
コ
ツ
ク
は
7
ー
モ
ス
ト
の
自
然
科
学
の
一
枚
看
板
だ
っ
た
。
新
島
が
入

学
す
る
三
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
全
米
的
な
名
声
、
三
0
版
を
重

ね
た
そ
の
地
質
学
入
門
書
、
-
0
年
に
わ
九
る
ア
ー
モ
ス
ト
の
学
長
在
職
中
、

ア
ー
モ
ス
ト
に
作
ら
せ
た
自
斡
学
の
惑
備
、
と
く
に
鉱
物
コ
レ
ク
シ
,
ソ

な
ど
に
ょ
っ
て
か
れ
の
影
響
は
濃
厚
に
残
り
、
新
島
に
地
質
学
へ
の
興
味
を
船

こ
さ
せ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
か
れ
は
大
学
を
出
て
お
ら
ず
、
そ
の
地
質
学

研
究
は
イ
ェ
ー
ル
の
、
ソ
リ
マ
ソ
教
授
や
ア
ー
モ
ス
ト
の
イ
ー
ト
ソ
教
授
と
連
絡

し
つ
っ
独
学
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
一
流
の
地
質
学
者
に
な

り
え
九
の
は
、
当
時
の
フ
メ
リ
カ
の
科
学
界
が
ま
だ
揺
籠
期
だ
っ
た
こ
と
と
、

こ
の
時
期
の
地
質
学
が
ア
マ
チ
ュ
フ
で
も
比
較
的
容
易
に
貢
献
で
き
九
こ
と
と

に
ょ
る
0
 
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
州
の
地
質
凋
査
を
初
め
て
船
こ
な
い
、
マ
サ
チ
ュ

セ
ツ
ツ
州
と
ヴ
プ
ー
モ
ソ
ト
州
の
地
質
絢
査
{
巳
に
な
っ
た
。
か
れ
は
ま
た
ア
メ

り
力
科
学
界
の
近
代
的
制
度
化
、
学
問
的
白
立
に
も
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
九

一
八
四
0
年
に
は
、
フ
メ
リ
カ
地
質
学
者
恊
会
の
型
者
の
一
人
と
な
っ
元

か
、
フ
メ
リ
カ
科
学
板
興
恊
会
(
A
A
A
§
は
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ

゛
、
、
る
(
.
八
四
八
)
。
一
八
五
0
年
に
は
欧
洲
を
歴
訪
し
、
エ
デ
'
ソ
バ
ラ
に
船
け

る
英
国
科
学
振
興
協
会
(
B
A
A
S
)
の
集
会
に
も
鸞
し
た
。
一
八
六
三
年

に
は
全
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
立
委
員
に
も
な
っ
九
。

か
れ
は
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
的
な
水
成
論
の
立
場
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
岩
石
標
本
を
使

地質学のヒチコッ

宗教』 a86の新島蔵占

弔^.^
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0
て
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
地
層
を
岡
定
し
た
。
地
火
形
成
に
船
け
る

倚
や
洪
水
の
作
用
も
大
き
く
評
価
し
た
の
で
、
契
に
作
用
す
る
力
の
強
さ

に
つ
い
て
は
、
斉
一
曾
で
な
く
激
変
△
州
者
で
あ
っ
た
。
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
渓

谷
に
鬨
す
る
か
れ
の
砥
筆
克
地
詣
層
学
の
解
説
(
一
八
五
七
)
で

も
、
河
川
作
用
に
風
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
岩
.
七
形
成
に
船
け
る
熱
と
圧

力
の
作
胴
を
も
器
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
は
い
た
。
古
生
物
学
で
は
、
コ
ネ

テ
'
カ
ッ
ト
渓
谷
の
忌
紀
馨
に
の
こ
る
巨
大
な
足
跡
を
研
究
し
て
、
そ
れ

が
恐
龍
の
も
の
で
な
く
占
代
の
鳥
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
⑮
ヒ
チ
コ
ッ
ク
茗

『
コ
ネ
テ
'
之
卜
渓
谷
の
砂
岩
に
つ
い
て
の
縦
告
』
(
一
八
五
八
)
は
、
ア

メ
リ
カ
博
物
学
史
の
古
典
と
し
て
、
今
日
で
も
複
刻
版
が
入
手
で
き
る
。

保
守
的
な
水
器
の
色
合
い
尖
っ
て
い
る
ヒ
チ
コ
ッ
ク
の
地
質
学
は
、
宗

教
と
深
く
結
ぴ
つ
い
て
い
た
。
も
と
も
と
地
質
学
は
聖
書
の
創
欝
と
の
か
か

わ
り
の
深
い
学
問
で
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ツ
ト
ソ

は
、
す
で
に
一
八
世
紀
末
に
、
地
質
学
が
宗
教
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
言
明

し
て
い
た
が
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
で
は
一
九
世
紀
前
半
で
も
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

の
バ
ッ
ク
ラ
ソ
ド
や
、
ケ
イ
ソ
ブ
リ
ジ
の
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
な
ど
有
力
地
質
学
者

は
聖
職
者
で
も
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
適
切
に
解
釈
す
れ
ぱ
、
地
質
学
は
自
然

宗
教
に
役
だ
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
九
。
近
代
地
質
学
の
蕪
と
さ
れ

る
ラ
イ
エ
ル
『
地
質
学
原
理
』
(
一
八
一
三
上
三
己
で
は
、
さ
す
が
に
宗
教
色

は
払
拭
さ
れ
た
が
、
保
守
的
な
ニ
ュ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
カ
レ
ッ
ジ
で
は
一

九
世
程
半
に
な
っ
て
も
、
地
質
学
と
宗
教
は
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
ヒ
チ
コ
ッ
ク
が
イ
ェ
ー
ル
神
学
校
で
学
び
、
一
時
、
牧
師
を
し
て

い
九
こ
と
も
、
一
九
世
紀
"
剖
r
の
オ
ク
ス
ブ
リ
ジ
の
叢
者
"
地
質
、
学
者
と
似

九
立
場
で
あ
っ
九
ヒ
チ
「
一
ツ
ク
の
地
筆
の
宗
教
』
(
一
八
万
一
)
は
、

神
学
の
π
理
と
科
学
の
そ
れ
は
一
致
す
る
と
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
新
島
は
こ

の
ヒ
H
物
の
一
八
六
0
年
版
を
、
一
八
し
三
年
に
フ
ソ
ド
ー
ヴ
プ
で
購
入
し
て
い

る
。
鉛
笵
で
引
か
れ
た
傍
線
は
、
そ
れ
が
終
わ
り
ま
で
読
ま
れ
た
こ
と
を
木
し

て
い
る
。
幕
府
の
海
軍
操
郡
で
軍
"
学
と
し
て
の
器
術
と
数
学
に
打
ち

込
ん
だ
新
島
は
、
今
や
ニ
ニ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
大
自
然
と
密
着
し
、
宗
教

と
深
く
か
か
わ
0
九
科
学
と
し
て
の
地
質
学
を
発
見
し
九
。
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
は
、
か
れ
が
地
質
学
の
実
用
性
を
霜
過
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
新
島
の

鉱
篠
集
は
7
ー
モ
ス
ト
に
入
学
し
た
翌
年
か
ら
始
ま
る
が
、
旧
木
に
い
た
と

き
日
本
は
農
業
国
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
鉱
業
国
で
も
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
た
と
の
べ
て
い
る
。
⑯
一
九
世
紀
の
博
物
学
者
の
多
く
は
肌
海
の
経

験
者
で
あ
っ
九
。
函
館
か
ら
ボ
ス
ト
ソ
ま
で
一
年
余
り
の
航
海
を
経
験
し
九
新

島
も
愽
物
学
に
転
じ
て
い
く
。

新
島
は
マ
サ
チ
ユ
セ
ッ
ツ
、
コ
ネ
テ
す
カ
ッ
ト
、
ロ
ー
ド
・
フ
ィ
ラ
ソ
ド
な

ど
を
広
く
旅
し
て
、
各
地
の
鉱
山
や
、
大
学
、
男
館
の
鉱
物
コ
レ
ク
シ
"
ソ

を
見
学
し
て
い
る
。
鉱
石
採
条
村
は
、
ア
ソ
ド
ー
ヴ
プ
神
学
校
入
学
後
も
つ

づ
け
ら
れ
九
。
暫
悩
邸
の
蔵
だ
は
、
ラ
イ
ニ
ル
の
『
地
質
学
原
理
第
一

一
版
(
一
八
七
三
1
四
)
や
、

コ
ソ
ト
の
『
地
質
学
儒
(
一
八
八
四

ル

が
あ
り
、
ア
ソ
ダ
ー
ラ
イ
ソ
が
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ぱ
、
愉
国
後
も

地
質
学
へ
の
興
味
は
持
統
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
(
明
治
二
0
年
)

清
水
滝
次
雛
同
志
社
英
学
校
を
中
退
し
、
新
島
の
索
晏
も
っ
て
米
国
に
留

学
し
て
地
質
学
を
学
ん
だ
の
は
、
明
ら
か
に
地
質
学
へ
の
新
島
の
深
い
関
心
を

反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
科
学
史
的
に
は
、
地
質
学
は
進
器
へ
の
序
曲
だ

つ
九
こ
と
を
考
え
る
と
、
翻
嘘
の
中
に
、
ウ
ォ
レ
ス
県
選
択
の
理

前
』
(
一
八
七
0
)
が
あ
る
の
も
俐
然
で
は
あ
る
ま
い
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新
島
襄
と
柏
木
義
円

安
中
に
は
、
柏
木
義
円
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
、

受
洗
し
た
穂
が
、
今
な
お
多
数
い
る
。
柏
木
を
知

つ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
多
い
。
彼
ら
の
多
く
は
、

柏
木
に
つ
い
て
、
草
深
い
野
に
あ
っ
て
非
噐
を
唱

え
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
を
説
ミ
国
家
権
力
に

抵
抗
し
た
人
と
し
て
ょ
り
も
、
温
順
な
慈
父
の
ご
と

き
人
、
熱
心
に
足
を
運
ん
で
牧
会
活
動
、
訪
問
伝
道

を
し
た
人
と
し
て
強
く
記
憶
し
、
人
格
的
影
僻
も
受

け
て
い
る
。

柏
木
自
身
は
、
根
本
的
に
は
聖
書
に
基
づ
く
十
字

架
を
中
心
と
し
九
估
仰
の
力
に
影
響
さ
れ
た
と
と
は

め

こ

じ

一
盲
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
幼
時
か
ら
の

母
の
感
化
、
同
志
社
で
の
新
島
襄
か
ら
の
決
定
的
と

も
言
え
る
人
格
的
感
化
、
影
響
の
あ
る
こ
と
も
無
視

で
き
な
い
。

以
下
、
柏
木
の
書
き
残
し
た
も
の
を
中
心
に
し
な

が
ら
、
彼
が
新
島
襄
と
出
会
い
影
響
を
う
け
九
と
こ

ろ
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

去
。
貧
し
い
中
を
母
の
手
で
姉
三
人
と
と
も
に
養
育

さ
れ
た
。
母
は
、
時
に
虚
言
を
は
く
く
せ
の
あ
っ
た

義
円
を
痛
く
憂
い
、
「
虚
言
は
諸
悪
の
本
」
と
言
っ

こ
.
ふ
し

て
拳
で
頭
を
打
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
(
「
予
が
回
心
の

顛
末
」
『
上
毛
教
界
月
報
』
三
六
号
1
以
下
『
月
報
』

と
略
称
)
。
十
二
歳
の
こ
ろ
雜
新
を
迎
え
、
藩
士
に
還

る
か
将
た
寺
を
継
続
す
る
か
の
決
断
を
求
め
ら
れ
、

「
母
は
断
然
寺
を
継
統
し
て
禄
を
離
る
る
の
決
心
を

な
し
て
之
に
答
え
た
り
」
(
「
母
の
死
に
就
い
て
」
『
月

報
』
三
四
号
』
)
と
い
う
。
彼
は
こ
こ
に
母
の
信
念

を
見
、
強
い
感
化
を
受
け
た
。

や
が
て
新
潟
師
範
か
ら
東
京
師
範
へ
と
学
ぴ
、
十

九
歳
で
同
校
小
学
部
師
軒
を
卒
業
。
さ
ら
に
中
学

師
範
科
へ
進
む
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
か
な
え
ら
れ
ず

に
卒
業
し
た
こ
と
は
か
な
り
不
満
で
あ
っ
た
。
「
卒

需
嘉
与
式
の
時
に
卒
業
哥
を
渡
さ
る
る
や
即

座
に
開
き
見
て
之
を
点
検
し
、
四
辺
を
煉
腕
し
て
席

に
復
す
る
と
い
う
よ
う
な
真
似
、
し
た
」
(
「
先
師
に

対
す
る
予
が
ざ
ん
げ
」
『
月
報
』
二
二
七
号
)
こ
と
に
、

そ
の
不
満
が
表
わ
れ
て
い
る
。
卒
業
後
任
地
に
つ
い

て
師
範
学
校
の
推
薦
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
遂

ひ
じ
し
郭

に
そ
の
果
は
上
州
の
山
の
奥
な
る
士
塩
村
の
小
さ
い

小
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
L
(
「
同
右
」
『
月

報
』
一
三
七
号
)
。

井
殿

ニ
、
柏
木
が
新
島
に
出
会
う
ま
で

柏
木
は
、
一
八
六
0
年
分
延
兀
年
)
信
濃
川
の
ほ

、
、

と
り
新
潟
県
三
島
郡
与
板
に
父
徳
円
、
母
よ
う
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
与
板
の
浄
土
真
宗
西
光

寺
の
住
職
で
あ
っ
九
が
、
義
円
の
生
後
四
力
月
で
死

園

、、

は
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一
八
七
九
年
、
彼
は
そ
の
小
学
校
を
会
場
に
し
て
、

仏
基
神
三
者
合
司
演
説
会
を
友
人
根
岸
と
と
も
に
開

催
し
、
安
中
教
会
牧
師
の
海
老
名
弾
正
の
話
を
聞

き
、
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
と
接
触
を
も
ち
聖
書
を
学

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
同
志
社
英
学
校
に

入
学
し
、
新
,
叢
に
出
会
う
。
「
当
時
先
生
は
り
ー

ダ
ー
を
教
え
て
下
さ
っ
た
が
、
ス
シ
ヰ
ソ
ク
と
い
う

発
音
が
よ
く
で
き
な
い
で
先
生
は
一
志
命
に
な
っ

て
幾
十
回
と
な
く
直
し
て
下
さ
る
け
れ
ど
、
で
き
な

い
の
で
余
り
き
ま
り
が
悪
く
て
笑
っ
た
ら
先
生
は
催

然
と
し
て
笑
っ
て
は
い
か
ん
と
仰
せ
ら
れ
た
。
そ
の

時
予
は
予
の
不
真
面
目
を
差
じ
、
実
に
冷
汗
が
出
た
」

(
「
予
が
ざ
ん
げ
」
『
月
報
』
二
二
七
号
)
。
ま
た
新
島
の

ハ
ネ

吋

翻
書
鑾
を
三
十
番
教
室
で
開
い
た
と
き
、
祈
り

を
指
名
さ
れ
、
未
信
者
で
祈
る
心
も
な
い
の
に
Π
先

ざ
ん
げ

ぱ
か
り
の
祈
り
を
し
て
新
,
島
を
欺
い
た
こ
と
を
識
悔

し
て
い
る
。
学
資
の
足
し
に
と
漢
交
を
教
え
た
が
、

霊
い
で
手
当
が
渡
さ
れ
ず
、
大
い
に
窮
し
て
新
島

の
所
へ
金
を
借
り
に
行
き
、
快
よ
く
貸
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
に
感
激
し
て
も
い
る
。
し
か
し
学
資
は
続
か

ず
、
一
年
で
休
学
し
て
上
州
へ
帰
り
、
九
十
九
村
の

小
学
校
で
再
び
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
純

朴
な
農
村
の
牛
徒
ら
の
N
自
ら
の
嘘
つ
き
を
珊

じ
、
教
師
と
し
て
の
資
松
は
無
い
と
悩
ん
だ
。
さ
ら

に
眼
病
に
か
か
っ
て
、
思
う
ほ
ど
読
書
も
で
き
ず
失

望
が
深
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
、
友
人
中
山
光
五
郎
に

誘
わ
れ
、
安
中
教
会
に
出
席
し
始
め
、
一
八
八
三
年

十
一
月
四
日
、
礼
拝
の
中
で
聖
餐
式
の
際
の
海
老
名

の
祈
り
に
ふ
れ
て
回
心
、
翌
年
一
月
、
彼
よ
り
受
洗

し
た
。
そ
の
受
洗
を
新
島
に
知
ら
せ
九
と
こ
ろ
、
よ

ろ
こ
び
と
励
ま
し
の
返
仏
が
新
島
か
ら
届
き
、
柏
木

は
大
い
に
纏
し
た
。

三
、
同
志
社
時
代

柏
木
は
再
ぴ
恩
社
に
入
学
し
、
普
通
学
校
で
五

力
年
間
学
ん
だ
。
食
堂
規
則
に
違
反
し
た
柏
木
を
、

新
島
は
自
宅
へ
呼
ぴ
、
途
反
は
不
注
祭
ら
出
た
も

の
と
佃
じ
て
い
る
、
し
か
し
法
は
法
で
あ
る
か
ら
、

処
罰
は
受
け
る
よ
う
に
島
し
、
罰
金
は
代
わ
0
て

出
し
て
船
く
と
言
わ
れ
た
。
柏
木
は
た
い
へ
ん
恐
縮

し
て
い
る
。
ま
た
、
五
年
間
木
綿
の
紋
付
器
で
通

し
た
柏
木
を
心
に
と
め
て
い
た
新
島
は
、
卒
業
式
前

に
、
「
羽
織
袴
を
新
訓
し
て
贈
り
九
い
」
と
一
盲
っ
九
。

柏
木
は
恐
縮
し
辞
退
し
た
よ
う
で
、
後
に
「
今
に
し

て
頂
戴
し
て
お
い
て
永
く
需
と
す
れ
ぱ
よ
か
っ

た
」
と
モ
て
い
る
。
ま
九
、
卒
業
し
て
知
郷
す
る

に
あ
た
り
、
柏
木
の
肩
に
手
を
お
い
て
、
新
島
か
ら

「
君
に
コ
ン
フ
一
デ
ソ
ス
を
船
く
」
と
く
り
か
え
し

言
わ
れ
て
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

一
ハ
ハ
ハ
年
十
一
月
一
日
、
柏
木
は
翻
か
ら
英

文
の
下
紙
を
受
け
と
り
、
参
上
し
た
。
新
島
は
「
予

は
校
医
か
ら
学
生
講
君
に
面
会
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら

れ
船
る
が
、
会
っ
て
話
さ
ね
ぱ
胸
が
破
裂
し
そ
う
だ

か
ら
君
だ
け
に
来
て
も
ら
っ
た
の
だ
」
と
も
ら
し
、

学
校
に
関
し
て
憂
慮
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
一
致
、

組
合
數
会
の
合
同
問
題
に
つ
い
て
話
し
、
も
し
合
河

が
な
る
な
ら
ぱ
、
自
分
は
北
海
道
に
退
く
と
も
ら
し

た
。
柏
木
は
そ
の
時
の
新
島
の
沈
痛
な
る
面
持
ち

今
も
な
船
劣
栃
と
し
て
眼
に
在
る
と
後
に
書
い

゛
、
、
力て
い
る
(
「
教
会
合
同
論
」
『
月
報
』
三
七
三
号
)
。

こ
の
十
一
月
一
日
夜
の
新
島
と
の
話
し
あ
い
は
、

柏
木
に
決
定
的
な
響
を
与
え
た
と
み
て
ょ
い
。

核
医
は
心
臓
拡
大
も
は
や
元
に
復
し
難
く
候
に
付
、

何
時
変
が
来
る
か
知
れ
ぬ
と
被
市
候
(
ハ
ー
デ
ィ
宛

轡
簡
)
と
い
う
状
態
で
、
教
会
合
同
問
題
と
大
学
設

轟
動
に
「
そ
の
心
血
を
絞
ら
れ
た
」
と
、
柏
木
は

み
て
い
る
。
デ
ビ
ス
・
浮
田
和
民
か
新
他
喬
し

た
ほ
か
は
、
新
島
の
片
腕
と
い
わ
れ
た
金
森
を
始
め
、

小
崎
弘
.
哩
宮
川
経
輝
、
海
老
名
ら
が
こ
ぞ
っ
て
新

島
に
反
対
し
た
こ
の
教
会
合
同
問
題
を
前
に
し
て
、

「
実
に
孤
影
粛
然
た
る
有
様
」
の
新
島
を
見
た
の
で

あ
る
こ
の
と
き
、
一
学
生
に
す
ぎ
な
か
っ
九
柏
木
の
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み
が
自
宅
に
招
か
れ
、
そ
の
心
中
の
苫
悩
を
打
ち
あ

け
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
内
容
も
極
め
て
重
要
で
あ

る
が
、
柏
木
自
身
が
新
島
に
格
別
僑
頼
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
何
よ
り
も
具
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て

受
け
と
め
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
夜
の
柏
木
は
、
新

島
に
特
に
伝
頼
さ
れ
た
こ
と
に
感
動
し
、
自
ら
の
賀

任
の
重
さ
に
お
の
の
い
た
。
「
我
に
し
て
先
生
の
信

任
を
得
る
何
物
が
あ
っ
た
か
。
我
ら
の
神
を
信
ず
る

は
神
先
ず
我
を
倫
じ
て
信
仰
を
賜
わ
っ
た
か
ら
で
あ

る
(
黒
社
初
代
の
回
顧
」
『
月
報
』
四
一
三
ハ
号
)
と
、

柏
木
は
懐
古
し
て
い
る
。

一
八
八
九
年
六
月
、
同
郡
を
系
し
た
彼
は
、

同
志
社
予
備
校
主
任
と
し
て
教
脚
に
な
っ
た
。
翌
年

新
島
は
加
先
で
病
を
得
、
大
磯
で
、
同
志
社
の
将
来

を
案
じ
つ
つ
遺
言
し
、
も
う
地
上
で
働
ら
く
元
気

は
全
く
な
い
0
 
ピ
ー
ス
、
ピ
】
ス
」
「
も
う
逝
く
」

と
言
い
残
し
て
召
天
し
た
。
柏
木
は
、
新
島
家
邸
で

霊
枢
を
迎
え
、
祈
鳶
を
献
げ
た
(
湯
浅
与
三
『
新
鳥
襄

伝
』
三
四
七
喜
。
後
年
柏
木
は
、
し
ぱ
し
ぱ
『
月
報
』

に
翻
の
駆
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
(
「
死
を
決

し
て
邁
進
し
た
る
新
島
襄
先
生
」
『
月
報
』
三
五
0
号
、

「
最
終
百
右
余
日
の
新
島
襄
先
生
」
『
月
毅
四
三
五
号

四
安
中
教
会
へ

新
島
召
天
の
年
の
十
月
か
ら
、
熊
本
バ
ソ
ド
の
地
、

熊
本
英
学
校
へ
校
長
代
理
と
し
て
出
向
い
て
一
一
力
年

を
過
ご
し
た
柏
木
は
、
一
教
師
奥
村
氏
の
雛
を
め

ぐ
る
製
で
学
校
と
対
立
、
辞
任
し
、
帰
京
し
て
再

び
黒
社
予
備
校
主
任
と
な
っ
て
い
る
。
母
よ
う
を

新
潟
よ
り
招
き
、
平
瀬
か
や
子
と
結
婚
し
て
家
庭
を

持
っ
た
。
し
か
し
数
年
後
の
一
八
九
七
年
「
ひ
そ
か

に
墳
墓
の
地
と
心
に
期
し
て
い
た
同
志
社
を
」
(
「
安

中
の
三
十
右
八
年
」
『
月
報
』
四
五
一
号
)
退
い
た
。
そ

の
瓢
に
つ
い
て
は
、
「
裳
謀
氏
が
小
憾
長

に
反
対
し
て
、
小
崎
、
浮
田
二
氏
の
辞
職
と
た
っ
九

か
ら
、
予
は
亦
二
氏
に
同
仙
し
て
直
ち
に
辞
衷
を
提

出
し
、
東
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
予
が
東

京
に
出
る
や
{
女
中
教
会
は
・
・
・
・
・
・
予
を
そ
の
收
師
に
招

鵬
し
た
」
(
同
前
、
ま
た
「
快
い
出
ず
る
ま
、
」
『
月
報
』

四
0
吾
方
)
と
記
し
て
い
る
が
、
伊
谷
隆
一
氏
は
、

「
キ
リ
ス
ト
教
主
撃
か
か
げ
・
・
・
・
・
・
『
有
為
の
士
』

育
成
の
場
と
し
て
同
志
社
を
建
て
、
独
り
苦
悶
し
た

翻
」
の
精
神
を
忘
れ
、
「
宣
教
師
に
対
し
て
己
れ

が
信
仰
の
箇
条
を
明
硫
に
し
得
な
い
同
志
社
」
、
「
中

学
校
教
育
よ
り
聖
占
を
削
除
す
る
黒
社
」
へ
の
絶

望
が
、
粕
人
を
し
て
同
志
社
を
去
ら
し
め
九
と
見
て

「
新
坂
先
桟
に
つ
い
て
」
『
月
報
』
四
五
一
号
ほ

る
。
彼
の
見
方
に
は
真
実
性
が
あ
る
(
伊
谷
『
非

い職
の
思
想
』
九
十
九
頁
以
下
)
。
同
志
社
を
去
っ
た
柏
木

に
湯
浅
は
心
を
痛
め
、
肉
ら
の
母
教
会
安
中
が
無
牧

に
苦
し
ん
で
い
る
の
を
思
い
、
安
中
の
山
田
、
吉
沢

の
二
氏
を
東
京
へ
送
っ
て
招
恥
せ
し
め
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
0

爰
巾
へ
と
柏
木
を
う
な
が
し
、
向
か
わ
し
め
、
安

中
に
生
涯
ふ
み
と
ど
ま
ら
し
め
た
も
の
は
何
で
あ
っ

た
か
。
湯
浅
謀
を
は
じ
め
安
中
教
会
員
の
「
愛
と

寛
忍
」
に
ょ
る
と
同
時
に
コ
ナ
の
慈
母
と
愛
児
と
は

予
が
先
祖
と
浅
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ
る
と
船
ぼ
し
き

西
方
寺
案
地
に
葬
ら
れ
た
り
」
(
「
母
の
思
い
出
」

『
月
報
』
)
し
地
で
あ
る
こ
と
、
何
よ
り
も
語
ゆ
か

り
の
地
、
新
島
の
伝
冴
最
初
倫
実
と
し
て
設
立

さ
れ
た
教
会
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
柏
木
脚
身
が
最

初
に
キ
リ
ス
ト
教
に
接
し
、
受
洗
し
た
教
会
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
{
女
中
は
柏

木
に
と
っ
て
、
「
他
な
ら
ぬ
彼
の
血
緑
上
の
祖
の
地

で
あ
り
、
仏
仰
上
の
祖
新
島
の
地
で
あ
り
、
そ
し
て

彼
白
身
の
受
洗
の
苦
し
み
と
歓
で
を
も
た
ら
し
た
地

で
あ
っ
た
」
(
伊
谷
、
 
N
護
一
0
 
亘
。

五
、
柏
木
が
新
島
か
ら
受
け
九
影

ー
そ
の
一

林
木
は
よ
く
人
を
訪
ね
、
下
紙
を
上
い
九
結
核

カ、
、.ノ

0



に
冒
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
た
者
の
病
床
で
、
聖
書
を
説

き
、
祈
り
、
救
い
へ
導
い
た
。
定
め
た
日
に
は
盡

者
を
訪
ね
、
特
別
な
教
導
を
し
た
。
障
害
者
に
も
懇

切
に
対
応
し
た
。
柏
木
の
感
化
は
ひ
ろ
く
深
い
。
四

十
年
、
五
十
年
を
箔
し
た
今
日
で
、
生
き
た
一
墓

と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。

特
に
柏
木
峡
新
島
か
ら
受
け
た
人
格
的
な
も
の

を
重
視
す
る
態
度
「
い
と
小
さ
き
者
を
心
に
と
め

る
」
こ
と
、
「
戸
毎
に
説
き
、
人
毎
倫
す
」
こ
と

を
牧
会
者
と
し
て
の
姿
勢
、
伝
道
の
実
践
の
中
に
示

し
て
い
る
。
「
キ
リ
ス
ト
は
よ
く
一
人
一
人
を
説
き
、

一
人
一
人
を
愛
し
、
肋
し
て
一
人
一
人
の
九
め
に
死

に
給
う
た
。
世
界
人
類
を
救
う
の
道
は
こ
れ
以
外
に

な
い
、
一
人
が
一
人
、
聖
国
を
来
ら
す
の
道
は
こ
れ
以

外
に
は
無
い
」
(
「
個
人
伝
道
」
『
月
報
』
四
二
三
号
)
。

「
九
九
匹
の
羊
を
置
い
て
一
匹
の
迷
え
る
羊
を
尋
ね
、

九
九
人
の
義
人
を
船
い
て
一
人
の
罪
人
を
追
い
給
う

の
が
キ
リ
ス
ト
の
親
心
で
あ
る
。
十
字
架
は
そ
の
頂

点
で
あ
る
」
(
「
キ
リ
ス
ト
と
其
十
字
架
」
『
月
報
』
三

二
四
号
)
、
「
戸
毎
に
説
き
、
人
毎
経
す
が
如
き
ま

だ
る
き
事
で
は
百
年
河
清
を
待
つ
と
一
般
に
て
迂
遠

の
極
な
り
と
」
福
沢
論
吉
は
言
う
が
、
新
島
先
生
は

「
戸
毎
に
説
き
人
毎
に
論
す
と
い
う
所
里
遠
の
事

を
以
て
個
人
個
人
の
心
霊
を
改
変
し
、
之
を
聖
め
、

之
を
高
め
る
に
非
ざ
れ
ぱ
到
底
真
正
な
る
交
明
社
会

を
致
す
事
能
わ
ず
と
為
し
極
力
教
育
と
宣
教
と
に
尽

捧
せ
ら
れ
た
り
」
。
「
先
生
亦
個
人
伝
道
に
熱
心
な
り

き
」
(
「
吾
人
の
眼
に
映
じ
た
る
新
島
襄
先
生
」
『
月
報
』

四
エ
ハ
号
、
「
個
人
伝
道
」
同
四
三
喬
与
)
と
記
し
、
こ

れ
を
新
島
よ
り
教
示
発
さ
れ
た
も
の
と
自
負
し
て

い
る
。
さ
ら
に
柏
木
は
、
「
先
生
は
国
の
九
め
、
社

会
の
た
め
、
君
の
た
め
に
は
死
ぬ
こ
と
は
し
て
も
一

人
の
た
め
に
死
し
得
な
い
人
で
は
な
か
っ
た
。
九
九

匹
の
羊
を
野
に
船
い
て
も
一
匹
の
亡
羊
を
尋
ね
、
悔

改
の
必
要
な
き
九
九
の
義
人
よ
り
も
悔
改
む
る
一
人

の
罪
人
を
追
い
求
め
、
義
人
の
為
、
仁
者
の
為
な
ら

ず
、
我
ら
罪
人
の
た
め
に
死
に
給
う
た
る
キ
リ
ス
ト

、
、
、
、
、
、

の
心
を
、
つ
て
心
と
し
た
る
先
生
は
い
と
微
き
一
人

人
一
人
の
霊
魂
の
牧
い
を
重
ん
じ
給
う
九
。
そ
し
て

人
に
接
す
る
の
機
会
さ
え
あ
れ
ぱ
、
何
人
に
、
道
を

説
く
の
機
を
逸
し
給
わ
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
こ
れ

を
逸
す
る
事
が
あ
れ
ぱ
後
で
深
く
悔
い
て
自
ら
責
め

給
う
た
」
(
「
新
島
喪
先
生
を
憶
う
」
『
月
報
』
三
五
九
号
)

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
彼
の
中
に
新
島
が
生

き
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
授
業
を
休
ん
だ

生
徒
を
そ
の
寮
に
訪
ね
る
先
生
(
『
同
志
社
初
代
の
回

顧
』
『
月
報
』
四
三
六
号
)
、
校
僕
を
「
五
平
さ
ん
」

と
呼
ぶ
先
生
、
車
夫
を
「
車
屋
さ
ん
」
と
呼
ぶ
先
生

「
同
志
社
の
門
を
く
ぐ
っ
た
者
の
た
め
に
は
」
心
を

配
る
先
生
に
、
柏
木
が
髭
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、

『
月
報
』
で
た
ぴ
た
ぴ
と
り
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

明
ら
か
で
あ
る
。
柏
木
は
こ
れ
を
、
安
中
の
牧
会
者

と
し
て
の
働
き
の
中
に
み
ご
と
に
反
映
し
実
行
し
て

い
る
。
六
、
柏
木
が
新
島
か
ら
受
け
た
影
響

ー
そ
の
二
ー

『
上
毛
教
界
月
報
』
を
、
柏
木
は
安
中
赴
任
の
翌

年
一
八
九
八
年
に
創
刊
し
、
辞
任
の
翌
年
一
九
三
六

年
に
廃
刊
す
る
ま
で
、
延
べ
四
五
九
号
を
み
ず
か
ら

編
集
し
、
発
行
し
続
け
た
。
こ
れ
は
彼
の
主
張
、
論
説

の
非
凡
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
彼
の
な
み

な
み
な
ら
ぬ
登
と
努
力
の
持
続
を
示
し
て
い
る
。

生
の
教
育
精
神
も
亦
そ
こ
に
あ
っ
た
、
さ
れ
ぱ
級
中

の
最
も
劣
れ
る
者
に
心
を
注
ぐ
を
も
っ
て
教
育
の
最

良
方
法
と
な
し
、
学
校
の
祝
会
に
於
て
、
放
校
せ
ら

れ
た
る
二
、
三
の
学
生
を
憶
っ
て
泣
き
給
う
た
。
決

し
て
有
望
の
青
年
は
愛
す
る
も
平
凡
の
学
生
は
顧
み

な
い
と
い
う
軽
薄
な
教
育
家
で
は
な
か
っ
た
。
而
し

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、

て
こ
れ
は
先
生
が
全
世
界
よ
り
も
重
き
一
人
の
価

伯
、
神
の
肖
像
た
る
ル
櫓
の
鄭
貴
翻
を
認
め
て
蜘

ら
れ
九
か
ら
で
あ
る
」
、
「
先
生
は
亦
此
精
神
よ
り
一

の、

ナ・、
め、

1こ、

も、
死、
Vこ、

る、

方、
て、、

あ、
ー)、

ナ'、

、

58

ー'フ



い
わ
ぱ
こ
の
『
月
報
』
に
、
彼
の
生
泥
は
傾
け
ら
れ
、

自
ら
の
生
命
を
欝
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。
彼
は
安

中
の
牧
会
の
ほ
か
、
数
々
の
毎
地
の
巡
回
、
求
道

者
、
病
者
の
訪
問
に
精
力
を
傾
け
た
。
一
九
0
八
年

の
母
の
死
を
『
月
報
』
に
記
し
た
文
睦
よ
っ
て
、

伝
道
地
か
ら
帰
る
と
、
母
蟠
議
不
明
、
そ
の
ま
ま

召
天
、
葬
儀
を
終
え
九
そ
の
夕
に
は
伝
道
地
に
出
向

い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
じ
っ
と
し
て
い
る
こ

と
が
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
柏
木
に
と
っ

て
は
伝
道
地
の
集
会
は
重
大
で
あ
っ
た
。
新
糖
念

会
堂
建
築
事
業
を
進
め
る
途
中
、
九
人
の
子
供
を
生

み
育
て
て
い
た
か
や
子
夫
人
を
五
十
一
歳
で
突
然
失

つ
て
い
る
。
一
九
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
時
に
長

男
は
在
米
、
次
男
は
病
気
雲
中
、
就
学
中
の
六
人

の
子
供
を
か
か
え
て
疲
れ
果
て
病
床
に
つ
き
、
一
号

が
休
刊
と
な
っ
九
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
再
び
立
ち
あ

が
っ
て
笹
を
と
り
、
組
合
教
会
の
朝
鮮
毎
を
批
判

し
て
行
く
あ
た
り
、
す
さ
ま
じ
い
ほ
ど
の
不
屈
の
柏

木
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
前
後

十
一
回
に
及
ぶ
『
刀
報
』
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け

つ
つ
も
、
弾
圧
に
耐
え
、
継
続
発
行
し
て
行
く
柏
木

の
執
念
は
、
尋
常
で
は
な
い
。
こ
の
『
月
報
』
発
行

の
姿
の
巾
に
、
自
ら
の
主
裟
を
貫
徹
し
、
信
念
に
殉

じ
て
行
く
姿
勢
を
み
る
。
こ
れ
は
柏
木
の
生
来
の
性

質
の
一
つ
と
も
一
言
え
よ
う
。
ま
た
母
よ
う
か
ら
男
を

も
っ
て
尓
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
習
得
し
た
も
の
と
も
一
言

え
よ
う
。
「
急
厚
か
り
き
」
と
い
う
柏
木
の
母
は
、

「
会
堂
に
住
し
て
も
仏
像
に
向
っ
て
朝
夕
の
勤
行
欠

か
し
た
る
こ
と
な
く
、
西
広
寺
説
教
日
に
も
大
抵
欠

か
さ
ず
需
し
た
」
(
「
母
の
死
に
つ
い
て
」
『
月
報
』

三
四
号
)
。
牧
師
館
の
中
に
住
み
、
家
族
と
と
も
に

護
美
し
祈
っ
て
は
い
て
、
終
生
向
ら
の
急
を
守
り

通
し
た
。
柏
木
を
し
て
も
改
宗
入
信
せ
し
め
得
な
か

つ
た
ほ
ど
、
強
い
宗
教
的
纏
が
母
に
は
あ
っ
た
。

さ
ら
に
柏
木
は
、
こ
の
主
義
と
偏
甚
貫
徹
す
る

生
き
方
を
、
同
志
社
を
設
立
し
雑
持
し
て
行
く
中
で
、

伝
復
募
金
に
告
を
注
い
だ
新
島
か
ら
学
ん
だ
と

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
誓
先
生
と
一
致
組
令
教
会
合
同
問
題
」
(
『
月

報
』
三
六
九
邑
で
、
小
崎
の
同
志
社
に
船
け
る
「
我

国
教
化
の
一
経
倫
」
と
題
す
需
演
に
反
論
し
て
い

る
が
、
柏
木
は
「
新
'
島
先
生
は
ミ
ル
ト
ソ
一
流
の
流

れ
を
汲
む
清
教
徒
の
風
格
を
具
え
、
真
正
な
る
自
由
、

自
治
主
義
者
に
し
て
一
人
一
人
の
人
格
の
尊
厳
を
尊

重
し
て
神
と
人
と
の
問
に
何
者
の
介
在
を
も
許
さ

ず
、
事
業
を
棄
て
て
も
決
し
て
妥
恊
を
肯
ん
ぜ
ざ
る

主
義
の
人
」
で
あ
る
と
強
調
し
、
い
わ
ゆ
る
合
同
問

題
に
つ
い
て
は
、
「
合
伺
に
し
て
若
し
成
ら
ぱ
、
合

、
、

同
教
会
と
は
勿
論
手
を
別
ち
、
当
然
合
同
教
会
の
機

関
た
る
べ
き
最
愛
の
同
志
社
を
さ
え
去
っ
て
北
海
道

に
退
か
ん
と
ま
で
決
心
し
て
%
ら
れ
た
」
新
島
の
、

自
ら
の
信
念
に
殉
十
る
姿
に
篇
を
受
け
、
「
心
中

は
実
に
惨
惚
た
る
も
の
で
あ
っ
た
」
新
島
を
察
し
て

い
る
0
柏
木
の
『
月
報
』
発
行
の
執
念
と
、
自
ら
の
主
義

を
叫
ぴ
統
け
て
行
く
熱
意
は
、
こ
う
し
た
「
た
と
え

事
業
を
捨
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
」
自
ら
の
信
念

を
貫
い
て
行
く
新
鳥
か
ら
の
感
化
に
ょ
る
と
こ
ろ
大

で
あ
っ
た
と
一
吾
え
よ
う
0

柏
木
は
礼
節
を
重
ん
じ
た
。
い
か
な
る
人
に
対
し

て
も
、
道
で
会
え
ぱ
、
深
凌
と
頭
を
下
げ
た
。
黒

社
に
学
ぴ
、
柏
木
家
に
寄
宿
し
た
こ
と
の
あ
る
山
川

均
は
、
少
年
の
こ
ろ
(
京
極
小
学
校
通
学
中
)
、
登
校

途
上
で
新
島
に
会
い
、
挨
拶
す
る
と
、
新
島
が
深
々

と
帽
子
を
と
り
、
頭
を
下
げ
た
の
に
驚
い
た
と
い
う
。

無
木
は
東
京
師
範
卒
業
の
日
、
証
書
を
手
に
し
、
四

辺
を
陣
腕
す
る
高
慢
さ
を
表
し
た
が
、
と
れ
も
新
島

に
接
し
て
変
え
ら
れ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
ょ
う

、
0
力

七
、
終
わ
り

こ

新
島
の
生
涯
を
顧
み
、
柏
木
の
生
涯
を
九
ど
り
、
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こ
の
二
つ
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
種
々
一
致
す
る
特
徴

を
見
い
出
す
思
い
が
す
る
。
柏
木
が
新
島
に
直
接
交

わ
り
を
持
っ
た
の
は
五
力
年
余
り
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
そ
の
期
間
は
短
か
く
て
、
、
受
け
た
影
縛
は

大
き
く
、
ま
た
、
水
く
深
く
及
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

柏
木
は
晩
年
、
新
島
伝
を
書
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

み
ず
か
ら
努
め
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
徳
富
に

こ

早
く
か
ら
執
筆
を
乞
わ
れ
、
自
分
で
な
け
れ
ば
と
思

う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
(
「
新
島
嚢
先

生
伝
に
就
い
て
」
『
月
報
』
三
七
七
号
)
。
周
到
に
凖
備

を
始
め
た
が
、
あ
ま
り
に
大
き
い
影
粋
を
受
け
た
柏

木
に
は
、
筆
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
完
成
さ
せ
る
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
付
力

を
、
既
に
そ
の
と
き
消
耗
し
切
っ
て
い
九
。

柏
木
は
安
中
教
会
で
四
十
年
余
、
歩
き
説
き
譜
き

続
け
た
。
安
中
を
自
ら
の
地
と
思
い
定
め
て
生
き
続

け
る
こ
と
に
限
り
な
い
喜
ぴ
と
誇
り
、
感
謝
を
抱
い

て
い
る
(
「
二
つ
の
感
棚
」
『
月
報
』
三
六
0
号
、
「
安
中

の
三
十
有
八
年
」
同
四
五
一
号
、
「
我
家
と
安
中
1
借
別

1
」
同
四
五
九
号
)
。
彼
は
長
男
を
原
市
に
、
五
男
を

安
中
に
招
い
た
。
柏
木
を
通
し
て
、
新
局
の
感
化
は

そ
の
子
ら
に
ま
た
安
中
教
会
伝
徒
ら
に
も
及
ん
で
い

(
大
学
院
神
学
研
究
科
卒
、
安
中
教
会
牧
師
)

る
。

新
島
襄
研
究
参
考
図

子
イ
0
仁
=
如
ゆ
門
口
N
イ
功

誓
襄
の
生
涯

(
J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
茗
・
北
垣
一
需
訳
)

同
志
社
校
友
会

新
島
先
鴛
簡
集
1
続
(
森
中
章
光
編
)

同
志
社
校
友
会

新
叢
備
集
(
同
志
社
編
)
 
1
岩
波
交
庫

岩
波
占
店

新
島
襄
先
生
(
徳
黒
峰
著
)
同
志
社
出
版
部

新
島
襄
人
と
幾
(
魚
木
忠
一
薯
)
同
志
社
出
版
部

翻
襄
(
岡
木
清
二
J
 
同
郡
出
版
部

新
島
先
生
と
徳
富
億
峰
(
森
忠
晃
薯
)

同
志
社

4

へ
唖
区

締
●
 
0

同
志
社
校
友
会

r
'

,

黒
社
九
十
年
小
史

(
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
編
)

同
志
社

「
新
島
研
究
」
同
志
社
新
島
研
究
会

熱託
襲
(
和
田
洋
一
薯
)
日
本
基
督
教
団
出
版
局

※
叢
的
姦
し
や
す
い
も
の
を
掲
域
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